
　

東
京
都
内
で
最
高
齢
の
古
谷
ふ
さ
さ
ん
（
百
十
三
歳
）
が
、

杉
並
区
の
住
所
登
録
地
に
は
不
在
で
、
行
方
不
明
と
な
っ
て

い
る
。
長
女
（
七
十
九
歳
）
の
話
し
で
は
、
昭
和
六
十
三
年

頃
に
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
が
、
そ
れ
以
来
連
絡
が
な
い
と
い
う
。

し
か
し
、都
職
員
だ
っ
た
御
主
人
の
遺
族
年
金
に
当
た
る
「
遺

族
扶
助
料
」
は
、
古
谷
さ
ん
口
座
に
毎
年
振
り
込
ま
れ
、
そ

の
金
額
は
数
千
万
円
に
及
ぶ
と
言
う
。

　

杉
並
区
で
は
、
ふ
さ
さ
ん
が
百
歳
を
超
え
て
か
ら
、
お
祝

い
の
品
の
カ
タ
ロ
グ
を
毎
年
送
っ
て
い
た
。
し
か
し
長
女
の

「
辞
退
し
ま
す
」
の
返
信
に
、
ま
っ
た
く
不
在
を
疑
わ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

警
視
庁
杉
並
署
は
、
長
女
か
ら
の
行
方
不
明
届
け
を
受
理

し
、
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

東
京
都
足
立
区
の
最
高
齢
、
加
藤
宗
現
さ
ん
（
百
十
一
歳
）

の
一
部
ミ
イ
ラ
化
し
た
白
骨
死
体
が
、
自
宅
ベ
ッ
ド
で
発
見

さ
れ
た
。
加
藤
さ
ん
は
三
十
年
前
に
、
死
亡
し
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。
口
座
に
振
り
込
ま
れ
て
い
た
妻
の
遺
族
年
金
は
、

家
族
が
不
正
受
給
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

　

百
歳
以
上
の
高
齢
者
の
所
在
不
明
が
各
地
で
発
生
し
て
い

る
。
共
同
通
信
社
の
調
べ
で
は
、
全
国
で
百
九
十
三
名
に
及

ぶ
。
し
か
し
、
各
自
治
体
が
徹
底
し
た
調
査
を
行
な
え
ば
、

こ
ん
な
も
の
で
は
済
ま
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
世
界
一
の
長
寿
国
」
日
本
の
現
状
に
、各
国
も
呆
れ
て
い
る
。

「
で
た
ら
め
な
記
録
が
相
つ
い
で
明
ら
か
に
な
り
、
日
本
の

長
寿
大
国
の
神
話
は
崩
れ
て
い
る
。」（
韓
国
メ
デ
ィ
ア
）

　

現
在
、
百
歳
以
上
の
高
齢
者
は
全
国
で
四
万
人
以
上
。
関

係
自
治
体
は
定
期
的
に
面
談
す
る
な
ど
、
所
在
や
健
康
状
態

等
を
、
十
分
に
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
怠
た
り
な

が
ら
、
実
態
は
不
明
等
の
言
い
訳
は
許
さ
れ
な
い
。

　

政
府
も
、
関
係
閣
僚
会
議
を
開
催
し
、
仙
谷
官
房
長
官
が
、

問
題
点
を
把
握
し
、
至
急
対
策
を
講
じ
る
よ
う
指
示
し
た
。

　

高
齢
者
が
、
充
実
し
た
老
後
を
過
ご
せ
る
当
た
り
前
の
社

会
を
、
是
非
と
も
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

せ
せ
ら
ぎ
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寒川水源棚田 (水俣市：写真提供　熊本県 )
そうめん流しの場でも有名な寒川水源を少し下った所に、
石積で築いた枚数およそ 700 枚、面積約 30ha におよぶ「日
本の棚田百選」にも選ばれた水田が広がっている。

8月号
No.248

主な内容
・農村環境美化・資源環境保全運動に

取組む
・JA の環境保全及び食農教育活動事例
・JA 本渡五和女性部活動報告
・ガンバッテいます
　（荒牧弘幸さん、宇都宮留美さん）
・各連合会からのお知らせ



　

植
樹
か
ら
3
ヶ
月
経
過
し
た
6
月
と
暑
い

盛
り
の
8
月
初
旬
、
中
央
会
・
農
政
連
職
員

有
志
で
刈
払
い
機
と
鎌
を
使
っ
て
、
2
回
の

下
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
場
所
に
よ
っ
て

は
、
雑
草
が
繁
茂
し
樹
木
が
覆
い
隠
さ
れ
て

見
え
な
い
所
も
あ
り
、
ま
た
、
な
れ
な
い
作

業
も
加
わ
り
誤
っ
て
切
っ
て
し
ま
う
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
来
月
下
旬
に
各
連
合
会
・
専
門

連
職
員
15
名
程
度
を
編
成
し
、
３
回
目
の
草

刈
り
作
業
を
行
う
予
定
で
す
。
併
せ
て
、「
協

同
の
森
」
の
看
板
を
作
成
し
、
同
地
に
設
置

す
る
予
定
で
す
。

　

農
山
村
の
過
疎
化
や
木
材
価
格
の

低
迷
等
か
ら
、
荒
廃
す
る
山
が
目
立
っ

て
い
る
現
況
の
中
、
県
内
企
業
の
森

づ
く
り
活
動
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

県
森
林
整
備
課
の
調
べ
に
よ
る
と
、

延
べ
39
団
体
、
16
市
町
村
に
お
い
て

水
源
涵
養
林
の
育
成
や
、
植
樹
あ
る

い
は
下
草
刈
り
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

県
下
各
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
は
、
左
表

の
通
り
地
域
の
清
掃
活
動
や
耕
作
放

棄
地
の
再
生
事
業
等
、
食
農
教
育
を

含
め
積
極
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
農
政
連
で
は
、
熊
本
の
水

や
緑
豊
か
な
農
村
環
境
を
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昨
年
度
「
熊
本
み

ど
り
・
食
・
環
境
基
金
」
を
設
立
し

ま
し
た
。
同
基
金
で
は
、
農
山
漁
村

の
地
域
環
境
を
守
る
た
め
、
清
掃
等

の
美
化
活
動
を
行
っ
た
個
人
・
団
体

の
表
彰
を
初
め
、
そ
の
活
動
経
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

食
農
教
育
に
取
り
組
ん
だ
場
合
も
、

同
様
の
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
一
例
と
し
て
、
農
村
環
境

美
化
の
た
め
の
看
板
設
置
と
、
水
と

緑
を
守
る
た
め
の
植
樹
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。

　

農
村
環
境
美
化
の
一
環
と
し
て
、
本
年
２

月
に
ゴ
ミ
投
げ
捨
て
防
止
の
看
板
を
５
８
０

枚
作
成
し
、
各
総
支
部
へ
配
布
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
総
支
部
で
は
、
青
壮
年
部
等

の
協
力
を
得
て
幹
線
道
路
沿
い
や
空
き
地
に
、

こ
の
看
板
を
設
置
し
併
せ
て
空
き
缶
等
の
ゴ

ミ
拾
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。

農
村
環
境
美
化
・
資
源
環
境
保
全
運
動
に
取
組
む

　

こ
の
よ
う
に
、
県
内
全
域
に
設
置
さ
れ
て

い
る
看
板
で
す
が
、「
小
さ
く
て
目
立
た
な

い
」、「
気
を
付
け
て
い
な
い
と
見
過
ご
し
て

し
ま
う
」
等
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

現
行
の
２
倍
程
度
の
大
き
さ
の
看
板
作
成
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

菊
池
郡
大
津
町
所
有
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
天

明
水
の
会
」が
管
理
す
る「
大
津
町
環
境
の
森
」

の
一
角
に
、「
協
同
の
森
」
と
命
名
し
た
１
ha

の
草
地
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
3
月
、
こ
の

地
に
ケ
ヤ
キ
、
も
み
じ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
等
の

広
葉
樹
の
苗
木
３
０
０
本
を
、
各
連
合
会
・

専
門
連
・
生
協
職
員
47
名
で
「
天
明
水
の
会
」

の
協
力
を
得
て
植
樹
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
投
げ
捨
て
防
止
の
看
板
設
置

植
樹
活
動
の
実
施

▲「協同の森」下草刈り前

▲「協同の森」下草刈り後

▲看板を設置する JA あまくさ青壮年部
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ＪＡの環境保全及び食農教育活動事例
ＪＡ名・活動名 取組み内容

ＪＡ熊本市
（環境保全活動）

・毎月 15 日をノーマイカーデーと定め、全役職員を対象に自家用車での
通勤を止め、公共交通機関での通勤を奨励している。

・毎年 9 月の第 1 土曜日に、JA 役職員・女性部・青壮年部による熊本城、
江津湖、熊本新港の清掃作業を行っている。

ＪＡたまな
（親子わくわく体験農園）

・5 月～ 1 月までの間、親子での農業体験と学習を計 10 回開いている。
お米と芋の植え付けから収穫体験のほか、ミニトマト、イチゴの収穫も
行っている。また、“よい食”を学ぶために、青壮年部が「マイはし作り」
を指導している。

ＪＡ鹿本
（耕作放棄地の再生事業）

・	鹿北町有志の主催により、地域の子ども約 50 人が参加して、耕作放棄
地にジャガイモ、キャベツ、大根を植付けて、収穫までの体験学習を 8
月から 12 月までの間、3 回行っている。

ＪＡ菊池
（環境保全活動）

・	子ども会による水路に生息する生き物の調査や、コスモスの植栽活動を
行い、生態系の保全と地域の環境形成に努めるとともに、施設周辺の草
刈りや水路の泥上げ等を行っている。

ＪＡ阿蘇
（耕作放棄地解消事業）

・	高森町にある耕作放棄地 14ha のうち、約 2ha に地元小学３年生・役場・
女性部・老人会が協力し、地大豆である「ミサヲ大豆」を栽培している。

ＪＡかみましき
（イオンモールクレア農業体
験プロジェクト）

・	クレアにて公募した、農業とかかわりが少ない子供と保護者を対象に、
農業体験を通じて農業のすばらしさや食農教育・環境について、JA 職員・
青壮年部員が指導している。

ＪＡ熊本うき
（あぐりキッズスクール）

・	管内の小学 2 年生～ 6 年生を対象とした農業・調理体験を実施している。
また、近年は保護者を対象とした食農教育も推進しており、毎年 100
名以上が入学し、クラス毎の班編成を行い開講している。

ＪＡやつしろ
（はちべえグループ出前授業）

・	選果場利用組合の女性部が中心となり、八代地域の農業を理解してもら
うために「はちべえグループ出前授業」を展開している。八代のトマト
栽培を題材に、小学校やイベント会場に出向き紙芝居を使った食農教育
活動に取組んでいる。

ＪＡあしきた
（ふれあい農園）

・	小学生の親子を対象に「親子ふれあい農園」を開設し、食と農の体験学
習を通して、自然・農業・環境について理解してもらっている。

・60 歳を超えられた方を対象に「団塊の世代ふれあい農園」を開設し、
家庭菜園として貸し出している。

ＪＡくま
（球磨ものがたり交流会）

・	県内の水光社組合員・生産者を参集し、休耕田への田植えと稲刈り体験
により、米に関する学習会を開催。球磨の米の試食宣伝も行い、消費拡
大に努めている。

ＪＡあまくさ
（環境保全活動）

・	青壮年部が中心となり、幹線道路沿のカーブミラーの清掃や投げ捨てら
れた空き缶やビンの回収活動と、投げ捨て防止の看板設置に取り組んで
いる（写真、右の通り）。

・	小学生、女性部、老人クラブによる「菜の花プロジェクト」で、景観形
成活動の一環として菜種の植付けを行っている。

（21 年 12 月のアンケート調査結果より一部抜粋）
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女性部活動報告
■ＪＡ本渡五和女性部 ■

　ＪＡ本渡五和女性部は 14 支部からなり、松本カヅ
エ部長を中心に部員数763名で活動を展開しています。
　昨年、目的別グループ活動を立ち上げ、59 グルー
プが「自分のやりたいことを、やりたい時に、やりた
い人と」をモットーに楽しく活動を行っており、部員
数も少しずつですが増えてきています。
　活動の一部をご紹介します。

ふれあいの旅

ふれあい給食

フレッシュミズ親子みそ作り体験

　部員同志の親睦を図るために6 月22 日、45 名が参加してふれあいの旅を行いました。今回
は、フードパル熊本でワイン工場見学とワインの試飲でほろ酔いの後、ホテル日航でのランチ
バイキング。テーブルいっぱいに並べられた料理やデザートでおなかいっぱいになったとこ
ろで、午後からは、ふれあいの旅のメイン
である片岡劇場【玄海一座】の観劇に行っ
てきました。歌や踊り、劇では終始笑いが
絶えることが無く、楽しいひと時を過ご
してきました。
　帰りのバスの中で、「今日は部員の親睦
もでき、仕事のことも忘れ、楽しく過ごす
ことができたので、また明日から仕事に
がんばりましょう」と松本カヅエ部長の
挨拶があり、帰路につきました。

　本渡南支部は、平成3 年から毎月１回75 歳以上の一人暮らしの
方や、90 歳以上で家族と同居しておられる高齢者に、米や季節の
野菜などを持ち寄り、弁当を作って配布しています。弁当が配られ
る時間になると、それを楽しみに玄関で待っておられる姿を見る
と感激し、「また来月もがんばろう」と部員で話し合っています。
　月１回の訪問ですが、一人暮らしの方の安否確認も兼ね、これか
らもふれあい給食を続けていきます。

　フレッシュミズ部会は3 月21 日、親子でみそ作りを行
いました。こうじに塩入りのつぶした大豆を加えてよく
混ぜ、野球ボールほどに丸めるのですが、子供達も小さな
手で一生懸命お母さんのお手伝いをしていました。ジッ
パーの袋に詰めて家に持ち帰り、２ヶ月ほど熟成させ、6
月頃より食べられるようになりました。自分で作ったみ
そは特においしく、また作ろうと話しています。
　現在、部員数は14 名と少ないのですが、料理教室や子
供の病気についての勉強会、お雛様ケーキ作りなど年5
～6 回活動を行っています。
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根
子
岳
の
麓
に
あ
る
「
鍋
の
平
キ
ャ
ン
プ
場
」の

近
く
で
、畜
産
業
を
営
ん
で
い
る
荒
牧
さ
ん
宅
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

荒
牧
さ
ん
は
、昭
和
46
年
３
月
に
熊
農
高
を
卒
業

以
来
、40
年
間
に
亘
り
「
美
味
し
い
・
ヘ
ル
シ
ー
・
阿

蘇
の
あ
か
牛
」を
飼
い
続
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、１
０
０
頭
の
肥
育
牛
（
オ
ス
の
去
勢
牛
）と

20
頭
の
繁
殖
牛
を
、高
森
町
内
の
成
人
式
で
一
目
惚

れ
し
結
ば
れ
た
奥
さ
ん
と
、長
男
（
28
才
独
身
）の
３

人
で
育
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、廃
校
に
な
っ
た
地
元
小
学
校
舎
跡
を
活
用

し
、地
域
お
こ
し
を
目
的
と
し
た
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。「
阿
蘇
フ
ォ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
」と
命
名
し
、工
芸

を
中
心
と
し
た
体
験
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
秋
（
10
月
9
～
11
日
）に
は
、盛
大

に
「
阿
蘇
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
」が
開
催
さ

れ
、毎
年
４
、０
０
０
人
以
上
の
人
々
で
賑
わ
い
ま

す
。

■
牛
ゼ
ロ
の
悲
哀
に
遭
う

　

宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
が
ほ
ぼ
終
息
し
つ
つ

あ
る
中
で
、荒
牧
さ
ん
へ
の
影
響
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
？

　
「
家
畜
市
場
が
一
時
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
で
、素
牛
の

導
入
を
計
画
的
に
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
痛
か
っ
た

が
、繁
殖
農
家
に
比
べ
れ
ば
被
害
は
少
な
か
っ
た
方

で
し
ょ
う
。し
か
し
、い
つ
何
処
で
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
の
で
、畜
舎
等
の
消
毒
は
今
後
と
も
継
続
し

て
行
っ
て
い
き
ま
す
。」と
の
こ
と
。　

　

牛
飼
い
と
し
て
最
も
辛
か
っ
た
事
は
、「
約
30
年
前

に
な
り
ま
す
が
、別
の
伝
染
病
で
50
頭
余
り
の
牛
を

殺
処
分
し
た
時
は
、大
変
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。丸
1
年

間
は
牛
が
全
く
い
な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
。生
活

を
維
持
す
る
た
め
に
、ピ
ー
マ
ン
と
か
キ
ャ
ベ
ツ
を

作
っ
た
り
、蚕
を
飼
っ
た
り
し
て
何
と
か
凌
ぎ
ま
し

た
。」と
、苦
し
か
っ
た
当
時
を
奥
さ
ん
共
々
、振
り
返

え
ら
れ
ま
し
た
。

■
1
頭
の
純
益
10
万
円
確
保
を
目
指
す

　

大
学
で
畜
産
を
学
び
、５
年
前
か
ら
飼
育
に
携

わ
っ
て
い
る
後
継
者
で
あ
る
息
子
さ
ん
に
、今
後
の

抱
負
を
訊
ね
ま
し
た
。

　
「
現
在
、１
０
０
頭
飼
っ
て
い
ま
す
が
頭
数
を
増
や

す
に
し
て
も
、３
人
の
労
働
力
で
は
１
５
０
頭
が
限

界
で
し
ょ
う
。そ
れ
よ
り
も
、肉
質
が
良
く
消
費
者
に

好
ま
れ
て
、高
く
売
れ
る
牛
を
育
て
る
努
力
を
し
た

い
。当
面
は
、１
頭
当
た
り
10
万
円
の
純
益
確
保
を
目

指
し
ま
す
。」ま
た
、「
こ
れ
か
ら
も
美
味
し
く
て
ヘ
ル

シ
ー
な
、あ
か
牛
に
こ
だ
わ
っ
て
頑
張
り
た
い
。」と
、

抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、牛
肉
の
価
格
は
好
転
せ
ず
消
費
が
落
込

む
中
、そ
れ
を
打
破
た
め
に
は
「
今
の
デ
フ
レ
状
態

を
一
日
も
早
く
脱
却
し
、景
気
が
回
復
す
る
こ
と
が

な
に
よ
り
で
す
。」と
、政
府
の
経
済
政
策
へ
の
苦
言

も
。

■
好
き
な
言
葉

　
「
其
の
手
足
を
低
き
地
に
働
か
し

心
を
高
き
天
に
置
け
よ
」

（
母
校 

熊
農
の
初
代
校
長 

河
村
九
淵
先
生
の
遺
訓
）

■
大
分
か
ら
阿
蘇
へ

　

宇
都
宮
さ
ん
は
、
大
分
の
出
身
。
結
婚
を

機
に
阿
蘇
へ
移
り
ま
し
た
。

　

鎌
も
鍬
も
持
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
、
と

言
う
宇
都
宮
さ
ん
。
農
業
は
、
初
め
て
の
経

験
ば
か
り
で
楽
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。「
農
業

に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
。
勉
強
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。」

　

現
在
は
、
両
親
と
ご
主
人
と
共
に
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
４
反
、
ア
ス
パ
ラ
２
反
、
肥
育
黒

牛
の
親
牛
12
頭
、
子
牛
５
頭
を
経
営
し
て
い

ま
す
。

■
ア
ス
パ
ラ
あ
り
ま
す

　

宇
都
宮
さ
ん
宅
で
は
、
８
年
前
か
ら
ア
ス

パ
ラ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
ア
ス
パ
ラ
は
、

親
株
を
１
・
１
ｍ
ぐ
ら
い
ま
で
育
て
、
そ
の
親

株
か
ら
出
て
く
る
新
芽
を
収
穫
し
ま
す
。
ま

た
適
温
に
な
る
様
、
ハ
ウ
ス
の
天
井
を
空
け

て
風
通
し
を
よ
く
し
ま
す
。

■
朝
ど
り
市
は
鮮
度
抜
群

　

６
年
前
か
ら
、
直
売
所
「
朝
ど
り
市
」
に

も
出
荷
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ス
パ
ラ
は
鮮
度
を
保
つ
為
に
、
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
の
箱
に
立
て
た
状
態
で
販
売
。

　

朝
に
80
～
90
本
ず
つ
搬
入
し
、
午
後
に
追

加
。
そ
の
都
度
ア
ス
パ
ラ
を
刈
り
取
っ
て
い

る
の
で
、
鮮
度
は
抜
群
で
す
。
多
い
時
に
は

午
前
４
回
、
午
後
２
回
も
搬
入
し
た
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。

「
収
入
が
通
帳
に
記
載
さ
れ
た
時
や
、
友
人
、

知
人
が
買
っ
て
『
美
味
し
い
よ
』
と
、
電
話

し
て
く
れ
た
時
が
う
れ
し
い
で
す
。」
と
い
う

宇
都
宮
さ
ん
。
し
か
し
、
天
候
に
左
右
さ
れ
、

手
が
離
せ
な
い
な
ど
、
難
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

「
愛
情
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
る
の
で
、
ア
ス

パ
ラ
を
是
非
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。」

■
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
の
活
動

　

宇
都
宮
さ
ん
は
小
国
郷
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

支
部
の
代
表
も
勤
め
て
い
ま
す
。
部
を
結
成

し
て
１
年
目
。
現
在
11
名
の
部
員
で
、
月
２

回
活
動
し
て
い
ま
す
。
去
年
は
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

部
員
の
多
く
は
子
供
が
い
る
の
で
、
親
子

と
一
緒
に
で
き
る
活
動
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
布
ぞ
う
り
作
り
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

体
操
、
料
理
教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
活
動
は
、
忙
し
い
日
々
の

息
抜
き
や
交
流

の
場
。
み
ん
な

で
和
気
あ
い
あ

い
と
、
楽
し
く

や
っ
て
い
き
た

い
で
す
。」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

ガンバッテいます

代表　宇都宮留美さん

荒牧　弘幸さん

ＪＡ阿蘇　小国郷フレッシュミズ

ＪＡ阿蘇　畜産農家

▲直売所の様子
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く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
本
部
（
本

部
長　

園
田
俊
宏
中
央
会
会
長
）
は
、
７
月
22

日
、
く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
大
会
を

経
済
連
７
階
ホ
ー
ル
で
開
き
ま
し
た
。
行
政
関

係
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
役
職
員
、
生
産
者
な

ど
、
お
よ
そ
２
５
０
人
が
出
席
。
主
催
者
を
代

表
し
て
園
田
本
部
長
が
「
統
一
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
を
旗
印
と
し
て
結
集
し
、
県
産
米
の
Ｐ
Ｒ
を

よ
り
一
層
強
化
し
て
い
き
、
米
産
地
と
し
て
消

費
者
か
ら
信
頼
さ
れ
、
ま
た
『
安
全
・
安
心

な
く
ま
も
と
の
米
』
を
安
定
的
に
消
費
者
に

と
ど
け
る
こ
と
が
大
変
重
要
だ
」
と
あ
い
さ

つ
。
産
地
挨
拶
と
し
て
、
上
村
幸
男
副
本
部

長
（
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
会
長
）
は
、「『
熊
本

の
お
米
が
お
い
し
い
』
と
言
っ
て
頂
け
る
よ

う
、
生
産
指
導
か
ら
流
通
販
売
ま
で
、
産
地
・

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
力
強
く
挨
拶
を
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
津
田
物
産
株
式
会
社
奥
本
光
則
専

務
が
、「
米
の
消
費
地
情
勢
に
つ
い
て
」
講

演
を
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
熊
本
県
内
の
小

中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
ご
は
ん　

お
米
と

私
」
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
で
あ
る
、

熊
本
市
立
白
坪
小
学
校
５
年
の
志
賀
可
梨
さ

ん
が
、「
ご
は
ん
に
最
高
に
あ
う
も
の
」
と

題
し
て
、
作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

経
済
連
米
穀
農
産
部
で
は
、
平
成
22
年
度

集
荷
・
販
売
戦
略
対
策
と
し
て
、需
要
に
あ
っ

た
米
づ
く
り
や
安
定
供
給
で
き
る
出
荷
契
約
米

の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
安
全
・
安

心
な
県
産
米
拡
大
Ｐ
Ｒ
事
業
や
、
消
費
拡
大
の

積
極
的
な
推
進
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
各
Ｊ
Ａ
の
職
員
代
表
者
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
力
強
い
集
荷
目
標
の
宣
言
の
あ
と
、
青

壮
年
部
代
表
森
喜
代
輝
氏
が
、
大
会
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。

　

く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り
推
進
本
部
は
、

熊
本
県
産
米
の
品
質
を
高
め
る
た
め
、
基
本

的
な
管
理
の
徹
底
や
土
作
り
の
実
践
な
ど
、

基
本
技
術
の
習
得
に
努
め
、
平
成
22
年
産
の

“
１
５
０
万
俵
”
の
集
荷
目
標
達
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

宮
崎
県
の
口
蹄
疫
の
影
響
で
休
止
し
て
い

た
家
畜
市
場
で
、
南
阿
蘇
畜
産
農
協
が
７
月

11
日
、
県
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
阿
蘇
郡
高

森
町
に
あ
る
南
阿
蘇
家
畜
市
場
（
同
畜
協
運

営
）
で
、
午
前
９
時
30
分
セ
リ
市
を
再
開
。

４
月
下
旬
か
ら
約
80
日
ぶ
り
の
市
場
に
活
気

が
戻
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
入
口
に
は
関
係
職
員
10
人
程
が
待

機
し
、
厳
重
な
防
疫
態
勢
が
敷
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
入
場
す
る
牛
は
、
褐
毛
和
種
２
７
６

頭
、
黒
毛
和
種
１
５
５
頭
の
計
４
３
１
頭
。

　

開
始
前
、
同
畜
協
の
塚
元
秀
典
組
合
長
は

「
通
常
は
約
７
～
10
ヶ
月
程
度
で
出
荷
す
る

子
牛
が
、
２
か
月
半
経
過
し
大
き
く
な
り
す

ぎ
た
牛
が
中
心
と
な
る
の
で
、
安
価
に
な
る

の
を
心
配
し
て
い
る
。
購
買
者
も
ど
れ
く
ら

い
集
ま
る
か
わ
か
ら
な
い
。」
と
厳
し
い
表

情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
、
セ
リ
に
は
県
内
外
か
ら
通
常
の
約

60
人
の
購
買
者
が
参
加
。
取
引
き
平
均
価
格

は
、
県
と
実
施
し
た
相
対
取
引
と
併
せ
、
褐

毛
和
種
30
万
１
５
０
０
円
（
前
回
比
１
・
６
％

減
）、
黒
毛
和
種
36
万
４
４
０
３
円
（
前
回

比
５
・
４
％
減
）
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
内
の
セ
リ
市
は
、
12
日
に
は

熊
本
県
家
畜
市
場
が
、
16
日
天
草
家
畜
市
場
、

21
日
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
家
畜
市
場
等
が
相
次

ぎ
再
開
し
ま
し
た
。

　

第
35
回
Ｊ
Ａ
熊
本
県
親
善
野
球
大
会
が
７

月
31
日
と
８
月
１
日
、
合
志
市
の
菊
池
恵
楓

園
な
ど
二
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た

　

Ｊ
Ａ
・
連
合
会
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、
見
事
Ｊ
Ａ
た

ま
な
が
優
勝
し
５
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

順
位
は
次
の
と

お
り
で
す
。

南
阿
蘇
家
畜
市
場
が
県
内
の
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
競
リ
再
開
！

Ｊ
Ａ
た
ま
な
５
連
覇
、
優
勝
！

　

～
第
35
回
Ｊ
Ａ
熊
本
県
親
善
野
球
大
会
～

く
ま
も
と
売
れ
る
米
づ
く
り

推
進
大
会
（
産
地
集
荷
大
会
）

▲優勝旗を受け取るＪＡたまなチーム

▲約８０日ぶりに再開した南阿蘇家畜市場

…
… 

Ｊ
Ａ
中
央
会 

…
…

…
… 

Ｊ
Ａ
経
済
連 

…
…

△優勝＝ＪＡたまな
△準優勝＝ＪＡかみましき
△３位＝ＪＡあしきた
△４位＝ＪＡやつしろ

▲

経
済
連
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
推
進
大
会
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身
体
の
各
部
の
筋
肉
を
よ
く
動
か
し
て

血
液
と
と
も
に
酸
素
を
細
胞
に
運
び
、
無

理
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
さ
せ
る
有
酸

素
運
動
が
健
康
に
よ
い
と
い
う
こ
と
が
、

科
学
的
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
の
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
は
、「
手

を
振
る
」「
腕
を
伸
ば
す
」「
足
ふ
み
す
る
」

な
ど
、
日
常
生
活
で
の
や
さ
し
い
動
き
を

組
み
合
わ
せ
た
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
体
操
で
す
。

心
臓
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
、
や

さ
し
い
動
作
で
全
身
に
血
液
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
日
頃
運
動
を
し
て
い
な

い
方
や
体
力
に
自
信
の
な
い
方
、
高
齢
者

の
方
も
安
全
に
楽
し
く
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

立
っ
た
状
態
は
も
ち
ろ
ん
、
座
っ
た
ま

ま
で
も
Ｏ
Ｋ
。
ど
ん
な
音
楽
に
も
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
体
力
の
な
い
方

は
座
っ
て
ゆ
っ
く
り
し
た
音
楽
で
。
運
動

量
を
上
げ
た
い
方
は
、
速
い
テ
ン
ポ
の
曲

で
た
く
さ
ん
の
動
き
を
入
れ
て
行
う
な

ど
、
ご
自
分
に
合
わ
せ
た
楽
し
い
健
康
づ

く
り
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
腰
痛
予
防
と
肩
こ
り
に
効
く

体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
試
し

く
だ
さ
い
。

～
手
軽
に
安
全
に
健
康
づ
く
り
～

「
Ｊ
Ａ
共
済
の
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
」

の
ご
紹
介

　ＪＡグループでは、安全・安心な国産農畜
産物を提供する取り組みとともに、食のあり
方や食料自給率の向上をアピールするため、

「食は、日本の未来。」をテーマに「みんなの
よい食プロジェクト」を展開しています。
■『JAよい食親子料理教室テキスト』を発行
しました！
　JA 全中は、このたび『JA よい食親子料理
テキスト　親子でいっしょによい食ごはん』
を発行しました。これは、『家の光』８月号と
一緒に同誌読者の皆様にお届けしましたので、
ご存知の方も多いと思います。今回はその内
容の一部をご紹介します。
　親子で料理をすることが、なぜ大切なので
しょうか。次の４つのことがポイントになる
と思います。
　一つ目は、わが家の味を子どもたちに伝えら
れるから。いつものおかずは、どんな食材から
どんなふうにしてできるのか。代々受け継がれ
てきた味を、舌と体で覚えてもらえます。

…
… 

Ｊ
Ａ
共
済
連 

…
…

コラム 食と農
　二つ目は、会話やふれあいが自然に生まれる
から。洗う、切る、煮るなど、調理のプロセス
を通して、会話がはずむ…料理は気軽なコミュ
ニケーション手段にもなります。
　三つ目は、丈夫な体をつくる知識が身につ
くから。「何をどれだけどのように食べたらよ
いか」を知ることは、成長期の子どもにとって、
とても大切。料理をする時こそ、栄養とその
働きを学ぶ絶好の機会になります。
　四つ目は、国産農畜産物を選ぶ力を育むこと
ができるから。調理される前のありのままの
食材を手にすれば、生産者に思いが至ります。
身近でとれた農畜産物は新鮮で、作り手の顔
が見えるから安心できます。
　「よい食」とは、家族の健康を支えるおいし
く、楽しい食です。「親子で料理」は、子ども
が「よい食」を学ぶ絶好の機会。ぜひ取り組
んでみて下さい！

Ｊ
Ａ
共
済
の
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
（
小
冊
子
）
よ
り
出
典

「よい食クイズ」

Ｑ .赤いお米がある。

ウソ？

ホント？

←正解は裏面へ
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【よい食クイズ】

答え：ホント
　実は赤や黒などの色のついたお米がある。

これらは大昔に伝わったお米で、「古代米」

と呼ばれています。

白米よりビタミンやミネラルが豊富で、

健康食として注目を集めています。
出展：ＪＡ全中発行「ごはんぢゃワンのお米クイズ（生活編）」より転載

10481050158

詳しくは、お近くの JA（農協）へ
お問い合わせください。
■ホームページアドレス
　http://www.ja-kyosai.or.jp

安
心
を
選
ん
で
組
み
合
わ
せ
る

新
し
い
医
療
保
障
で
す
。

サンキューふれあいキャンペーン実施中！　http://www.3qja.jp
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